
 
 

 
チタン合金とチタン・アルミ金属間化合物の粉体を、パルス通電焼結技術を利用し 

て複合化することにより、従来の合金製部品に比べ、軽くて変形しにくいエンジン部 
品の製造が可能になりました。 

チタン・アルミ金属間化合物の粉体        チタン合金製パイプ 

                              パルス通電焼結 

  パルス通電焼結による拡散接合 

金属と粉体の接合方法           焼結直後の接合部 
 

重量を１５％軽量化し、剛性を３０％程度向上させることができました。 
高性能エンジンの部品などへの利用が考えられます。 

 
この研究は、都市エリア産学官連携促進事業で実施したものです。 

 

パルス通電で金属と粉体を複合化 
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